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乎

安

蒔・

代
　
に

お

け

る

櫞
幺

〃

な

母

の

蠻

遷
ぺ

　
つ

　
い

て

’

　

モ
椴
名
z

片
椴
名
と

は．

葵
ド
、

己
と

葛
葉
僚
名

？
ラ

蚕
し

た

↓
の

で

あ
つ

て
、

平
妥
初
期
以

牢．

文

廠
の

上
．

k

現
水

る
の

で

あ

・

タ

〆
．

ギ・
の

源
と

な・
つ

た
と

老
7

へ

ら
“
る

蓬
ぼ

假
名
の

夊
’

母
を

調

を
ー
（

見
う

と．

同
じ

乎
安
時
κ
の

中
で

七、

文
戯
唹

の

種
類
に

よ

−1
、

又

時
期．
ト

よ

つ

て
、

若
干
の

嵳
奧
の

あ
う

こ

と

が

知
ら
叭

る
。

例
へ

ぼ
、

ζ
字
母
に

つ

“

て

見
る

と
、

訓
監

賓
料
に

ぎ
て

は．

九

世

盆
ρ

ら

猿
の

畴
べ
F

至
ゐ

3
で、

各
時

代
盲

適
レ

ー
、

、

阿
L

か

ら

出
た

皐

磯
が

壓
倒
的

多
取
左

占
め

て

を
ク、

平

宴
初
期
ム
び

中

期
ド

お
u

て
、

少

藪
の

資
料

隠
．

安
L

か

ら

出

た

も
の

ポ

見
ら

徽

る
に

過
ぎ

な
e

が
、

こ

れ

匚

欝
し

て
．

瑟
倣

名

資
料
を

見
う
ど
、

（

そ
れ

ぱ

す

せ
紀
以

瞬
規
れ

る

毛

つ

で
あ・
う

が
）

十
世

紀

壇
り

毛

の

で

ぽ
っ

安
し

か

ら

出
た
「

あ
」

の

砂
が

六

部
δ

で
、

そ
の

爬

で

は
．

絶
色

紙
な
む

倖
な

毛

の

に

・

阿
レ

か

ら
出

た

形
が

見
出

さ

収

ろ
．

」

過
ぎ
な
い

。

築
　

島

裕

　

所
で
、

蕩
蓄
假
名

ぱ．

崙
良
時
代
に

蟹
に

用
力

ら
収

た

こ

と

は

言
ふ

ま
で

も
な
い

が
．

平
安
時
擢
に

入

つ

て
，

乎
扱

名
や

片
償
名

が

創
察
さ

岨

て

以

後
｛
、

依
勲
と

し

て

粕

鴬
に

演
9
乾
團
に

亘
つ

て

便
用
さ

れ
て

ゐ

た
。

殊
に
、

杢
丈
が

葵
で

吉
か

啝

斐
顧
に

お
9

て

け
．

v

て

の

げ

却
の

語
句
バ

つ

9

て

國
謬
を

表
÷
的
ド

表
記

し
‘

う
と

す
う

場
A
ロ
．

菫
W

並
嘱

假一
名
が
 

渓

丈
の

未
丁

丈
の

中
に

交
ゼ

用

ゐ

ら
れ
る

こ
と

が

多
か

つ

た
。

そ
の

撚

態
は、

孛
宴
申
期
す

也

網

峠
ま

で

ぽ
、

例
外

な
し

に

殆
ど

す
、

へ

て

り

憂
学
丈

廉
g
っ

マ
行

ぽ

徽

て
ゐ

な
と

見
う
こ

と

が

出
來
・

ろ。

所
で
、

そ
娠
・
り

の
一
畠齢
窯

暇

名
き

調
べ

て
見

る
・

ト ．

ア
・

ト

ク

リ

て
ぽ
、

「

阿
 

安
し

の

兩

渇
が

用

ゐ

う

唱

て

Σ

ソ、

唯
、

ロ

本
紀

童

宴
和

敢
で

ぱ．
．

阿
」

．

嬬
L

の

兩

宀

ナ
が

見
出

さ

軋

ゐ
。

日

本
紀

竟
宜予
和

歌
・

ト

用
ゐ
ら

暇

霞

蔦
養
假
名

の
占

｝

母
ば，

ア

ド

照
ら

ア
一

搬
ほ
．

當
時
の

促
の

丈
劇
姻

と

ば一
異

な

つ

た

妝し

甅
の

や

う
ド

恵
は

咽

る，

　

次
に
．

イ
の

假
名
ド

つ

o

て

見
る

と．

芝
づ

訓
黙

賓
料

に

お

い

て
ぽ
、
・

伊
」

．

以
レ

及

び
、

己
」

を

字
母
と

す
う

も
 

が

見
え

う
が

、

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

償

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

、

あ

中・．

丈
彡
扱
は

−

伊
」

を

学
母

と

す
5
「

イ
‘

、

尹
し

な
む

の

宇

體

で
あ

り、

￥
の

穂、

平
安
初
中
期
に

「

以
」

芝

掌
母
と

す
る
、

以
」

「

肌

紫
・

な

ご

が

あ

ワ、

「

已
し

を

字
毎
と

す
5

毛
の

に

至
・

て

は．

平
安
初
期
R

慢
に
．

己
」

の

形
バ

兇

出
さ

れ

る
に

置
ざ

ぼ

e 。

マ
万、

平

假
危

資
料
に

み

」

て

は
，

大
並
曜

命
が
っ

取
し

を

架’
母
と

ず
る
、

ψ

」

の

彫
℃

あ
っ

て、

劃
象

資
料，
に

多
用
マ
・

れ

る
「

伊
し

と

字
硯

と

し

た

も

の

ば
鈴
む

見
出
5
れ

ヂ．

例
外

％
に

替
μ
帖
尺

．

8

．

意
」

、

移
 

の

轟．

繼
色

紙
に
．

杉
し

の

章
骰
が

認
め

ら
れ

う

、
k

置
ざ

を

い．

蔦
蓄
傑
る

資
料
芝

兇
る

と．

「

炉
し

．

以
し

ボ

併
用
さ

岨
て

全

覆
の

大
郭

券
竃

占
め

、

例
外
と

し

て
日

拳

萱
異
記

ヤ
θ

奉

磧

窰
蘇
の

訓

芽
」

．

移
し

が
、

日

拳
紀

竟

宴
卸

融
に

．

芙
」

が

見
心

て
ゐ

う
。

　

以
上

は．

大
鱆
 

†
ぜ
紀
索ワ
硬
キ
鄲

で

の
、

各
結「
の
一

剛
舐
”

咨
隅

料
卩

つ

い

て

マ
の

一

例
を

示
し

な

毛
の

で

あ
う
が、

こ
の

や

う

な
脳

態

ぽ．

了
イ

以

外
丐

桝
多
R

3
て

毛
彑

そ
見
ら

れ

う

や

う
で

あ

つ

て．

全
留

て
し

て
、

　
一
．

詢
黙

資
料
ド

淘

け

る

倶
塩
と，

平
似
名
資
料
パ

俶
名
丈

資

　

　

料
）

に

お

け

る

假
る
と

は．

芸
に

藜
催
葛
に

誉
し

て
ゐ

る

　

　

咋

れ

き

｛
。

ゼ
の

其
W

と

な
つ

た
並

峯
假
冶
の

う
ナ

母

は
。

必

ヂ

　

　

」
も

兩
髱
同
一

で
あ

う

と

は

蘇
ら

を
い

こ

と
，

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

編

　
二
．

鶏・
f
傍

亡
緯
料

壷

菖
渦

要
椴
名

登
料
り

中
の

葛
蓄
偵
名

　

　
の

字
窃
は
。

同
む
蒔
代
に

み

け
る

墾
資
料
え
は

假
名
吏

資

　

　

料
の

假
あ
の

ゐ

み

毋
と
．

必
李

し

も

褐ん
璽
ゐ

も

の

で

な

リ

ミ

と
。

　

『

平

安
中
期
の

書
舅
と

ご
照

て
カ

う
、

替
弑

帖
・

催
色
飲

な

　

　
ン
、

所
謂
華

簍
芟
厳
の

糾
る
・

享
邊
ロ
，

｛
敬

喫

前
・

乎

　

　、
尋

初

中
盥

槻

9
催
℃
乃

廴
吏
議
娜
に

ぼ

6
へ

之

な
い

生’〔
丗・
が
、

窮
タ
く

坤
姉

　

　
頃
て

カ
う

こ

と
、

　

忸．

訓
烹
資
料
で

11
．

蒔
代
が

下
る

B

つ

鼡

て
、

孛
尋
も

淵
ヅ

　

　
す

5
槻
姆
が

見
め

砲

る
が
、

爬

種
の

丈

獻
で
ー1．

必
で
し

む

　

　

そ
の

や

う
ド

は

言
へ

な
り

こ

と
。

　

五
、

θ

牢
起

｝

亙

宰
和

歌
の

ウ

｝
母

は．

牌
に

例
芝

見
な
い
濠

特

異
な

　

　
↓
の

き

多
く

含
ん

で

カ

ろ

こ

と
，

な
さ

の

多
彑

更

が

指

陣
、

蝋

る

ζ

思
小

の

で

あ．
う

，

以

下
、

こ

れ・
り

の

詭
猷
に

注
目

し
つ

つ
、

そ
の

事
鬢
を

逮
べ
．

又
、

イ
の

圃

菫

上
に

労
げ

ゐ

者
心

義
に

つ

い

て
、

考
へ

て

見
た
い

と

思
ふ

．

’

　

次
・

ト
、

訓
黙

資
料
偽

内

都
の

廾

ド

注
目

む
て
、

平
安
初
期
九

世

紀
か
，
ケ

辱

平

登
彳
期
†

《

紀

き
靉
“

て
．

婁
篠
期
†
’

《

冬

二

牌

倣

期
す
二

ぜ

紀
匚

至
る

間
に．

所
用
り

似
島
の

掌
母
F
っ

“

て、
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碕

代
的
な　

鬘
袰
有
う

か

否
か

ド

つ

い

て
、

槍
討

し

天

見

る
こ

と

に

す

う
。

し
か

し
訓

黔

資
料
の

敦
妾
13

非

常
に

彡
く
．

運
の

す
べ

て

に

つ

q

て

詳
査
芝

遂
ゆ

て

ぱ

ゐ

な
い

し
、

丈
、

中
R

は
，

儼
名

の

用
例
が

少

く

て．

資
料
ど」
t
て
十

分

で

な
い

毛
の

も
4

彡
い

。

モ

堪

で．

便
宜
上
、

從
来
ま

で
に

私
が

調
査
し

得
蔭

↓

の
、

先

塵
周

學
の

瑟
吉

塗
等
に

よ

つ

て

諷…

重
結
果
が

広

表
さ

れ

て
ゐ

ξ
‘
し

の

な
7r

の

叩
が

ら
、

　
　
平

安
初

期
（

九
ぜ

ぎ
　

　
三

芝
独

　
　

平
安
中

期
（

十
せ

紀
）

　
　

彡

†

七

種

　
　

平
安

掻
期
（

†
ノ

ぜ
紀
｝

前
半

ニ

ヤ
三

種

を

選
び、

合
計
九

ナ
七

種
ド

っ

P

て
、

そ
の

仮
名

を

調
委

し

た
璽

　
次

に
、

蓮…
之
の

書
の

老
萎
中

、

廴

中、

紙
脊
な
む

に

盆「

記
さ

蘇

た

訓
注
、

訓
経

等
・

呼
ぽ

徽

る
一

趙
の

毛
の

を

最
上

ゆ

た
。

訓
黙
と

の

寒
流
F

関
t
て、

迩
時
論
ぜ

ら

“

る
こ

と

が

彡
い

が
、

逕
享
瑾

諦
の

和

諦
注
記
Y
い

ぶ

ゑ
で

は

共

殖
す
る

が
、

表
記

記

載
方

氏
つ

上
で

差
尋
が

認
め

ら

岨

る
か

ら、

’

往
別
個

ヱ
類
と

（

て

立
て

た
。

次
F ・

藻
廴
の

典
籍
の

マ
F

含
よ

叭

て

ゐ

う

蕩
毳
磁
名
と

し

て

は．

乃
山

寺

撃
人

搬
着
鯉
音
義
（

彬
行

撲
と

考
へ

ら
叭

う

も
の

） 、

望
太

神

宮
儀
飛
帳

舜
宮
文

辱
繊

を

等、

−
種
の

丈

厳
γ

販
上

ゆ

ハ
が
、

そ
敬

ら
り

中
 
、

新
撲

藜
集
ζ

日

本

紀

耋
和

証
と

Φ

二

っ

は．

特
昇
な

字
母
3
含
む

毛
の

辷

（
て、

馨
碧

匙

て

取

掴
あ

こ

と

と

ー

た
。

續
い

て

叉
、

平
假

名
（

偵
名

き
柔

獻
叮
．

九

世

紀
ネ
の

有
耳

車
文

以

f
†
！

ぜ
紀
の

初

頭、
」

か

り
て
、

耆
朕
・

和

躱
な
ど
，

當

時
の

書
潟
季
．

又

ば

信
穎
歩

來
ゐ

韃
鳥
奉
と

し
て

現

存
し
、

夢
界

に

知
ら

囃

て

ゐ

ろ

毛

の
イ

ヲ
ベ

て

†

五
一

糎
き

『

取

上

屮
た
。

但
し

二

の

中
で
、

峰
原
行

書
釈
と

博
へ

ら

暇

る
毛

の

は
、

字
母
の

面
で
．

他
と

彜
ろ

勲
が

署
し
い

の

で
．

ユ
意
し

て

衷
扱
ホ

こ

ヒ

と

し

た
，

又
、

古

筆
切

の

類
は．

多’
く

年
バ
が

示

明
確
で
お

ワ
、

又
、

筆
者

の

る

前
¢

確

で

な

い

も

η

が

彡
ゼ

の

で、

取

敢
ヘ

チ、

そ
の

初

期

ζ

兇
ら

眼

て

ゐ

う

る

の

の

申、

痩
阿

紀

す
之

孝
の
、

島
野
切

と

寸
松

庵
色

，

舐
と

を
、

そ
9
バ
表
と

し

て

灰
上

ゆ

て

見
多

こ

と

K
し

た
。

《．

革
療

名
の

柔

獻
と

ー

て

知
ら
眠

て
・

〃

う、

秋

萩
帖
（

秋

薮
籔

秦
〕

と

鑞
色
紙
セ

き

取
上

ゆ
、

芸
n

平
安
塑
期
†
ぜ
紀
乃

至
は

＋

’

ぜ

紀
初

頭
匹

置
い

て

檢
討
‘

て

見
る

こ

と

と

し

み
。

　
こ

叭

ら
の

吏

醸
名
と

そ
の

拿
目

F
η

い

て
診
記
し
た

り

が
冖

第
1

表
凵

で

あ
う

。

原
本畠
調
査
ド

よ

つ

て

私
が

纏
め

た
モ
の
、

塞
褄

掣
峯
に

據
イ

た

毛
の
、

綻
の

祈

完
者
の

方
々

の

登
表
さ

敢

汽

毛
の

仁
槽

拠
つ

た

↓
レ

の

な
む

の

別宀
と、

個
々

に

鋒
記
寸

▼．
へ

き

で

あ

る
が
、
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煩

奪
凜
叭

て

碧
略
尺

猿
っ

た

こ

と

を

お

訴
し

按
き
た

い
。

　
［

第
2

友
］

は
、

以

上

百

三

熹
種
・

文

勲
・

各
〜

に

つ

い

て

の

假
名

宴
棒

表
で

あ
る。

略
字

そ
の

促

持
号
の

類
暗

省
き、

又
、

同

筆
乃

肇

ぽ

刷

時
堋
ヒ

見
ら

弔

う

別

拳
の

麹
ぽ

多
く

耕
せ
、

細
部

ド

号
存
最
の

例
を

当
蕗
し

た
・

と

な
贊
、

何
脈

も

紙
幅
の

増
犬

を

虞
つ

て

の

処

置
で

あ

る
，

、

冖

竿
3
表
］

は、

茅
2

表
に

碁
き、

訓
ゑ

資
料
（

平
安
49
期
）

、

同
（

雫

安
マ

期
）

、

同
（

乎
婆

役
期
）

、

訓

注

勲、

典
籍
冷
丈

（

、
新

撰
万

葉
藻
と

θ

本
紀

麦
專
和

駛
と

は

別
、

h

扱
ぷ
）

、

平
侵

名
支
．

草
侵
名

廴
、

の

如

く

分

麹
し，

疹

類
毎
に

吏

蕨
の

周

側
そ

集
合
し

で．

そ
の

字
母
ど

考
へ

ら
脈
る

万

醤
伎

名
巨

龕

（
た

毛
の

む

あ
る．

’

　
上

越
の

如

く
、

訓
互

賓
料
産

蒔
代
に

よ

つ

て

六

別
し
．

各
時
代

与
に
、

便
用

さ

叭

た

催［
名
中
7

体「
ω

字
母

を

纏
め

て

見
う

と
，

讐
《

つ

か

の

錫
靆
ゑ

き

認
ゆ

々

〜
メ

出
承
る

。

　
芝
づ
、

或
る

綾
の

著
融

即
甚

表
す
長
彩

孕
尋
に

は
、

古
く

が

ら

殆
ど

’

鍾
に

瞬
旅
て
、

要
リ
ボ

喜
い

と

い

ふ

｛
η

が

あ
5

。

例
へ

ぼ

才

は
「

謄
」

、

《

ぱ

，

ゼ
」

、

ツ

ぱ
「

川
（

又

ぱ

州
・
刀

の
炉

、

ヌ
ぽ

、

奴
ら

、
　
ユ

は
「

由
匚

、

ラ

ぱ
ー

」

艮
し

、

ロ

ぼ
→

呂
」
、

り

ぽ
「

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

佛

和
・

、

ヱ

は

．

恵
し

に

潰
ら
弧

て

ゐ

籌
。

r

亠

訓
ゑ
廊
W
料
賦

∂
亀

弋

＆

オ

の

似
名
に

q．

み
」

，

 
．

お
 

オ
‘ ．
・．、
 

ち
」

．

†
‘

々
b
・

彡

く
の

黒
体
掌
が

あ
う

が
、

粗
ヒ

な
つ

た

字
紐
ば
、

す
・

へ

て
7

於
」

り
一

殺
で

あ
う

。

、
、
o
や

う
な

規

象
が

諾
る

意
味
は、

訓．
幺

 

せ

卑
で

は．

万
着

仮
名
の

中
で

壱、

自
然
ド

茨
い

範
咽
の

｛
の

だ
け

ド

眼
ら

乳
汽

面
が

あ

ゐ
・
・

と
、

意
識
的
に

昇
つ

た

字
毎
き

隶
め

て

斐
化

ド

富
ん

κ

肪

悲
に

く
よ

う
と

す

う
こ

と
は

行
は

れ

な
が

つ

た

、
气
と
．

な
酋

で
あ

ら・
）

と

日
心

ー1
れ

る
。

　

次
F
、
→
殉
代
が

下

る
μ

つ

“

て
、

用
ゐ

ら

れ

な
く

な
っ

て

行
く

字

袰
あ
う

こ

・

で

あ

る
。

そ
の

例
を

堤

賃
墜、

次
・

如
・

で

あ

ゑ

アイ

以

ク 　 キ 　 ウ エ ウ

゜ 孳 丈 可

喬
イタ有

　 伎　 　 　 　 沓
　 o

　 寸

　
中

期
に

ほ

挿
と

な

ワ
、

頼
期
に

は

七

び

う
，

　
中

期
以

彦
亡

ガ

る
。

掻
期
喫

博
亡

が

ろ
，

　
中

期
に

ー1
綿冖
と

な

う
、

復
調r
に

け

亡

び

う

亞

　
初

期
に

孟

稀，
だ

が
、

中
期
以

彦
亡
び

ち

　

　
串

期
塀

隊
t
ガ

る
，

　

授
期
以

湾
稀
に

ケ

る
φ

中
期

F

稀
と

 

ウ、

孫
期
以

湾
亡

び
る

，

　

　
　

　
　
申
期
以

准
叫

て

び

る．

　
初
期
．

h

稀
で
涛

う

ざ
、

吻

蝴
以

溝
亡
ガ

瓦

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

桝

負
へ

輙
く

）
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〔

影
1

蓋
昌
曳

壌

料
丈・

欣一

壁
（

割
殴

資
料，
の

嶺
危
の

下

σ
略
 
肌

は

　

ヲ

・

卜

驚
・

種
顛
壼

示

し
、

θ
ー

笋
’

群
耋

、

θ
ー

第
三

暦

　

弦、

 
1
第
三

癖
勲、

＠
1

ゆ

茎
疼、

 
丁

喜
多
碇

甦
己

＠

　

−

東
犬

寿
三

論
京

甦

 
−

蓬
蓿
正

難、

 

乙
勲
囿、

　

鬱
−

軸
宀

寒

働
−

饗
憧

、

脆

鶏

 
ー

頭
皖
粐
尚

壅
、

鬱
ー

　

特
殊
麟

 
1
綴
危
艶
）

O
訓

勲
資
料

ニ
ギ
宴

初

期
九

ぜ

紀

1．

根
奉
説
’

切

有
押
鈍

畜
耶
・

謎

蒐
 

看

耶

｛

港

望
嚇
”

　

　

燕

 

2．

儲
説
央

娠

魔
羅
經

三

巻

聖
診

藏

 

3・

賛

繝
經

　一

遂

醍
醐

寿

白
膨
・

朱
氈

 

4

沙

門

勝
垣
歴
山

瑩
玄
珠

碑

’

港

神
護
孝

＠

5

金
光
朗

景
勝
王

經

十
港

＠

大

寺

蚤
畜

白

黠

教
種

6，

妙
法
逢
筆

鯉

八

蹇

新

蘗
師
々

 

7．

楴
説

羅
摩
伽
經

一

巻

聖
諺
藏

 

8
，

六

乘「
阿

扉
達
磨

雜
集
諭

　
叨

巻

　
聖

諾
擬

θ

9

儺
經
衝

分

存

ナ

宀

慈

　
聖
諾

藏
・

ナ
叨

盾
它

次
・

山

冶

淵
伉

　

　

太

帥
氏

 
り
 

10

　
盆
光
明

叢
勝
三

羅

ヤ

蒼

　
 

六

ケ

θ

　

東
六

寺

諷
舗
支

縞
’

甍

 

挺

彌
勒
上

生

馨
　一

巻

箕
面

学
囲

朱

ゑ

＠

13

蠶
ナ
’

巻

聖
詔

藏
・

東
亠

へ

寺
函

吉
館

天

表
五

卑

　

　

郷

ゑ

θ

猷

金
光

明
最
勝
王

掻
舘
釈
（

飯
室
切
）

　
諺

叡

θ

厭

妙
諸

瑾
筆
経

方
便
品

　一

巻

θ

雌

嬖
鎮

　一

巻

蒲
陰〃
彳

θ

η

友
卑

掌
鉾

諭

’

港

奪
美
術
館

承
和
元

年
卿
占
碑

e

β

癶

裏
盾
百
論
穉
論

’

巻

匁

東
急
記
念
文

庫

承
和
く

毎

　

　

鮒

焦

θ

凧

百

論

’

巻

斥

靠
急
記
念
文

扉

天

安
二

昇
躑

点

0

20

丈

智

度
論

石

山

寺
杷

天

安
二

・
与
紛

．

忌

○

渡

金
剛

孤
名

綬
讃
迎

　
一

巻

聖

諺
瘋

t

糞
竹

哩
み
劉

点

 

竣

葎
羅
緑

天
理
図
吉
館
・

五

島
美
術

禽
化

元

髪・
凡
・

斗

絢

点

　

　

e

23

盆

剛
汲
諺
経
馨
験
記

二

巻

石
山

寺
・

尺
理

図

言
館

 

淋、

犬

彦
三

薇
玄

農
薫

帥
表
啓

　’

港

知
恩

院

θ

苓

蛇

教
†

稔
経

て

養

聖
勃

撮
・

東
六

寺
図
書
館

元
塵
弋

　

　

耳
跚

点

θ

26．

妙
渚

瑾
葦
経

化

城

吻
品

’

捲

京
都
回
立

博
物

館

◎

27

搨
動
上

生

掻

梦
’

巻

箕
面

学
圜

台

急

θ
〔

修
卸

あ
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逐

　
叨

ぺ

〃

律
行

蟲
　一

巻

弦
田

福
一

郎

氏

◎

27

会
光
明

最
勝
王

縁
詳

釋
、

奈
良

拳
）

　
三

巷

聖
詰
蕨
：

東

　

　

太

争
図

ぎ
館

＠

30．

妙
法

蓬
華
緯

優
婆
根

毟
調

　
〜

港

　
瑠

蒙
 

澱

塙
伽

師
垉

論
蹇
笋
＋
ハ

　
ノ

港

知
恩
配

＠

 

誕．

華
最
羅
巷

茅
ニ

ヤ
’

〜
ハ

半

　
石

山

寺

縛

刃．

夫
智
実
論

　
¢

巻

聖
診

瓜

θ

蒔．

金

剛
般
％
経

讃
蓮

一

巻

東
六

寺
図

書
館

仁

49
元

耳
蹤

　

　

点

θ

鍵

尋
中

辺

論

三

帖

石
か

身

朱
点

θ

36．

未

搬
理

繁
絃
墨
多
ヤ
’

伯

鷓
美
術
館

e

37

　
同

　
巻
第
＋

二

〜
二

†

同

θ

o

訓
点

蜜
料
・

平
安
中
期

す
也

紀

38．

整
昆
掲
羅
絳
略

蕨

二

巻

京
鞠
人

学

竃
平
八

与
躍

点

　

　

 
个

移
蔦
が

）

37

周
易

秒

一

巻

隶
山

御
文

庫

賀
乎
加

亘

脚

壌
点

 

勾，

胎
病
仙
密
略

大

軌
・

胎

費
帖

逆

　
二

憲

東
寺

寛
平
頃

＠

41．

怠
災
談
彦
次
第

　一

巻

石
山

寺

承
平
弋

年
初

点

 

堰 ．

金
剛
捜
乙

厚
毘

法

　一

巻

筑
坂
犬

学

天

溶
三

毎
嬲

与

◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

加

昭．

沙

弥
戯
儀
縁

　一

帖

石
山

寺

 

尋

、

寸

護
画

界
主

陀
羅
尼

経

弋

巻

石
山

許

 

君．

蒜
巻
把

掲
蓬
伏

養
法

二

港

石
山

寺

煙
参
三

卑
螂

点

 

噸

弁
中

辺
論

三

帖

ろ

山

守

進
長
ハ

等
脚

点

 

47
　
妙

蒲
漣

華
経
玄
餐

　
二

巻

ろ
山

寺
・

中
田

祝
た

氏

　

　

薄
祐

点

 

雑

蘇
悉
地

羯
羅
経
略
疏

三

巻

石
山

守

天

屠
嘘

 

覗

仁
王

経
咒

纐
文

　’

巻

石
山

身

 

釦

百
法

顕
幽

抄

　一

巻

東
天
守
図
翌

譱

絶
毳

壇

e

〃

盗
識
論
逆
記

一

券

曜
福

寺

廷
長
六

年
嬲

・
・簡

θ

μ

辯
中
辺

論

一

巻

聖
諮

藏

天

房
八

与
例
点

＠

錫

唯
命

隻
和

擁

　
ノ

蹇

夫

東
急
記
参
又

庫冒

θ

理

梵
網
繹

ノ

捲

み

島
美
術
館

 

増

蛮
掌
珍
診

　’

養

小

円

広

已

氏

天

雇
ゐ

算
傍

点

＠

鎚

沙
門
玄

奬
上

表
記

　一

巻

小
泉

策
気

郎
氏

　

 

η

太
麒

盧
遮

舮

掻

六

巻

回

立

圄
含

図

害
館

朱
点

 

堽

大
唐
 

域
記

誉
矛

主
　一

巻

興
聖

守

＠

甥

入

楞
伽

経

五

驀

知
恩
院

＠

宛

金
剛
炉
六

彦
念
訥
次

第
一

萎

醍
醐

キ

θ

夕．

犬
日

穩
行
儀
軌

一

養

參

寿
駕

天

屠
二

卑
嬲

e
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凝，

夫

聖
砂

吉

群
薯
薩
教
々
法

輪

　一

帖

　
石

山

寺

天
肩
叨

与

　

　

 
・｛

 

軽

求
聞
符

朔

　一

巻
　
乃

山

寺

鹿〜
和
二

与
卿

壇
ゑ

 

墜

兜

藏
†

輸
経

　一

巻

知
恩
陀

白

点

 

霞

古

丈
尚

吉

【

巻

東
彦
寒
庫

 

茄、

毛
詩

　
尸

巻

東

穿
丈

庫．

 

硯

墓
求

　
一

巻
　
保
阪
潤
落
氏
旧

掻
　

　
　

紫
玄

　

＠

躍

漢
女
ロ

揚

誓
　一

墨
　

上
団
野・
山

レ

仔
’
！

域

　

天
岨

暦
二

射

サ
94
占

一

　
（

嚠

69、

髻

薨
　
　一

巻

石

山

寺

 
r
〔

癩
人

坪

博
士 ．

朱

婁
白

僧
5

　

藻
多
周
勃
檀
門

　【

巻
　

丸
明
王

院

 

列

　
世

説
新

吉
　’

巻

神
田

喜
一

郎
氏

 

叙

日

本
書
紀
ハ

推
右

起
．

皇
糧
紀
）

　
二

巻

東
萍
文
　

厚

＠

”．

蘇
悉
把

掲
羅

紐

一

巻

京
都
人

学

莚
．

号

九

年
94

＠

忽

金
剛
黒

儀
軛

　一

帖

夫
東
急
記
念

茎
厚

永
延
弋

卑
卿

点

　

　

＠

○

訓
点

資
料、・

婁
復

期

†
一

也

紀

覧

成
唯

璽
諭

巻
茅
ゑ

　
一

逐

琴
藏
氏

安
和
・
る

卑
雛

点

 

％

　
妙

蒸

厘
華
経

釈
丈

三

帖

醍
醐
守

俾
凄
興
焦

　

＠

吸

蕩
畢

義
銃

八

巷

石
山

寺

量

委
点
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同

長

保
¢

与
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謬

饕

飛

フへ

不

布−

夊

冖

借
“

子塗

不4

子

布
犬

夊

部
醇

鬱
募

布
太

倍
閘

 
梧

ネ

布

府

？

糴
翠
幣

不

布
−

尼

霧
婦

2

不

布
−

つ

弊
倍

ホ

保

保

保

　
？■

憬
臼

保

写
］

保

保

嚢
朋

橡

條
奉・

保
本
占

夲

マ

万

衷
τ

鼻
】

万

末

万

末

字
万

府
万

葛
末

ま
漱
方

摩
磨
写
垢

＊
【

画

万

本

末
廿

禺

こ、A

芙
三

見
木

て

牟
厶

ρ

5

￥

天

見
三

毛
ム

皿
美
見
三

ム

美
二

見

毛

三
色

雛

芝
毛
ム

キ

業弁

巣
微
瀞

見

牟
毛

魯
武

見

柔
毛

冥
凵

美
見
三

毛

武
血
η

美臨
尾

熱
幽

套

メ

米
堂

日

女

女

米

赤
女

目

米
女

塞

噂

女

米
叫
迷
謎

女

女

免

女

面

馬

毛

毛

紐

も

毛

毛
母

毛
母

圏

叫

畏
厶

年

毛
母

嚢
募

毛

毛

も
母

毛
母

張

裳

マ

也
冖

ム

《

也

七

夜

唱

夂

八

る

也

野
恥
野

卯

也

也

也

夜

耶

ヱ江

由延
匁

冗
μ

由弦

由舛

由浬

宙

湯

江

湯江

宙

遊
專

島

宙江

由

遊

由
遊
愉

要

ヲ

5
冖

夜
世
P

巧

巧

巧

ち

余

喫

墺

ち

豫
像

譽

与

巧

夜

余

蝕

一
7
−
艮

良

・
艮

良

良
羅

、
艮

良
朗

羅
薙

良

良

羅

良
羅

！67
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％

り

利
冖

躍
］

刈

到

向
里

利
理
望

望

莉

梨
理

釐

剰

刈

1
利
望
裡

ル

雷
気

弩

流

漣

琶

液

留
賓

留

留

捜

孕

蟹

窒
筑
類

留

流

レ

リ

し

ヱ
ア

・
27

礼

れ

礼

礼

窩
礼

襠
飛

礼

霧
一

礼

礼

禮

口

呂

呂

呂

易

呂

路
冖

侮
呂

呂

路

呂

8

呂

路

婁

フ

和

和

釦

和

ん

写
，．

］

和

和

和

倉

為
弁

為
井

抒

為

為

為

為

ヌ

壷
M

壱
幅

忠

恵

忠

竜隔

重
吋

恵
彗
心

乎

雄

乎

適

手

乎
雄

乎

越
冨

掃

半

麦
鴫

遷

遷
乎

遊

　

　
、

乎

遠
越
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（

佛

貢
よ

，

挿
く

）

ケ

籔
壁

娠
レ

娠

中

明

以

薩
マ

て

が

ろ，

2

　

去
．

乎
・

耳

　

中

期
以

跨
亡
び

る
。

寸

　

作

坐

初

鯛
に

毛

齢
で

あ

る

が
中

期
以

禮
∵

て

び
う

，

　

　

猛

　

ナ

期
に

稀
に

ひ

9
、

綴
珈
圦

虜
弋

び

吃

ン

　
凹

．

急
、

寸

　

　
ヤ

掬
以

跨
亡

び
う

．

ス

為

　

初

吻
に

弓

稀
で

あ
う

が、
中

期
以

唐
で

ガ

る
。

ソ

　
十

　

　
初

笏
に

｛

挿
で

あ
ろ

押
、

中

期
以

蘇
く

び

う
．

ク

甲
陀

初

期
F

も

霧
で

あ
う

が
、

中

覲
以

蔭
て

び

る
。

ヂ

　
竹
・

契

　
初
堋
に

も

祥
で
あ

う
が
、

Ψ
鯛
以

鳶
亡

ガ
る．

テ

　

風

　

　

中
期
以

裨
亡

び

ろ
．

ト
　

　

刀

じ ハ ネ ニ ナ

悲 者 殻 仁 尹P 工

　 　 卑

7

布

へ

倍

マ

竃

奥

中

覲
以

蒋
亡

び
老

．

初

期
F

戈
梓
で

お
う
が
、

中
増
以

拷
亡
ガ
る

．

初
卵
・

中
期
ド

稀
で

あ

う
6。

、

獲
期
曜

斥
亡
び

ろ
。

「

留
刑
、

中
期
に

稀
で

あ
う
調
、

推
期
羽

焼
て

び

ろ．

　

初
期
F

｛

稀
で

あ
う
が

、

中
卵
以

降
亡
び

ろ
。

中
期
に

稀
辷

を

り
、

〃

復

卵
以

騰
亡

び
る

，

初
期
・

中
期
に

棉
で

あ
う

ポ
、

孤
勿
堤

碕
（

ぴ

る
，

中
珈
以

擁・
て

び
る

，

初…
加川

K
毛

綿
で

あ

う

ザ
、

中
珈
以

虜
亡
び

う。

初
期
ド

｛

蒜
で

あ
う

沢
、

中

期
以

祷
亡

び

駕
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・
ミ

　
⊥

示

厶

　
ひ

干

　

六

メ
　

日
H

℃

母

ヤ

　
へ

ヌ
（

5

遷

　

兄

　

ヨ

　
夜
・

世

　

リ

理

　

レ

　

列

　

辛

為

　

ヲ

雄

　

こ

叭・
り

か
・
り
o

え

う
と

q

て

既
に

用
列
の

挿
で

あ
ク

E
｛
リ

グ

彡
い

，

そ
の

例
ヒ

し
て
、

　

　
丑
・

依
・

教
O
・

口
・

祚
u

挈
ら
・
・
↑
・

田
・
．

酋
・

時
、

挺
・

エ
・

　

耀
・

ム

ユ

「
・
虐
四

・
く

』
暫

・
丿
ハ

・
　
〈
・

9
∵
・
夜
・

　

ぜ
・

理

な
さ

が

禦
ゆ

う

琳
る

，

、
、
の

マ
に

σ
、

P
・

六
、

八

の

恥

う
な

教

ゐ
チ

0

あ

る

こ

と、

又、

昇
・

猪
・
亠
μ
．

理

の

や

3R
、

訓
・

ワ

雲
喫

料
以

外
で

は

授
ま
ぞ

用

ゐ
・
り

琳

る

も
の

の

あ

る

こ

と、

な
垢、

ゲ
夢
融

さ

中
崩一
瑠

濠
∵

て

び

る，

中

期
以

蔭
冖、
て

び

る
。

初
期
ド

｛

獅
で

あ
う

が
、

壷
期
以

鴻
亡
ガ

る。

漏
以

牌
亡

び

る
．

中

期
以

跨
亡

び

る
．

初

期
に

℃

稀
で

あ
る

ボ
、

中
期
以

酵
亡
び

う
。

中

期
以

屏
亡

び

う。

初

期
・

」

帯

稀
で

あ
う
が
、

Ψ
珈
以

彦
亡

び

る。

　
、
初
期川
に

も

猛
7
ぐ

あ
る
が
、

中−

期
以
幽

降・
て

び

る
。

初
期
に

も

挿
で

あ
る

が
、

中

期
以

降
亡

び

る
。

中
幅

期
喫

瞬
亡

び

る．

拡
期
以

燐
弋
ガ

る。

中・
鏘
側

以

隆
冖

弋

び

う
。

　

　

、
・

中
ム…
弼

以
旙

陶
t
び

た
土
u

の

 【．

初
期
に

お

玳

る
。

　

t
由

し．

そ
“

に

｛

増
τ
て

注
 

冨

す
べ

き

ほ
．

平
安
初

期
ド

は

頻
り

に

用
ゐ

ら

敢

Z
ゐ

た

の

に
．

モ
妥

中
期
に

な
る

と
、

ぼ
つ

た

り

と

次
ゆ

費
議
夙

L
て

L
ま
小
’

紬
邸

卵
ム

杠

孑
ツ
λ
7

ニ

ヒ

で
唱
の

る
。

…
別

へ

感｝
．

　

　

宴
・

＋

η
、

可
一

伎
・

寸
、

氤
・

志
・

ヱ
・

刀
・

考
・

咋
・

禾

　

　
．

金
干

・

ガ
・

ぜ
・

列・

も

暮
で

み
る

。

こ

礁

ら

・

申

「

宀

勢

有
・

可
・

淆
・

為
」

等
は、

車

侵
名

宴
怦
の

凄
七
ド

よ

つ

て

中
堋
以

憐
、

詞
ゑ

蛮
料
か・

拳
を

蛸
し
た

と

も

毘
ら

岨

る
が
、

「

氣
」

「

弖

「
「

布
、

刋
し

な
旨

ぱ
．

き

う
と

は

考
へ

弓
叭

手、

原
因
が

子

審
で

あ
る

，

　
、

氣
し

小

5
玄

た
．

レ

r
な
払

よ

叩

も、

「

計

挙
う

出

た
、

〜．
、

々

弘
ら

出
た
．

个
」

な
と

が
、

妻
き

易
い

銀
由
が

あ
つ

た

の

か

も

知
蝸

な

い
．

　
「

弖
出

よ
1
ー
イ

つ

「

天
し

廴

ぱ

モ
呶

恥

ら
ψ
屮

た

n

チ
」

の

方
が

便
剃
な

何
等
か

の

瓔
由
ド

存
し

た
の

か

も

知
喉

な
い

。

と

に

が

く

、

、
叭

ら
の

学
哥
が
、

平
安
マ

珈
以

障
、

訓
点
の

せ

早
小

5
滴
ミ

る

、

・

と
ば

事
実
で

あ
つ

て
、

そ
東

ぱ
、

算
代

未
詳
の

竒
料
の

蒔
代

判

・

冗

な
抄

に

有
甲「
で
乙

あ・
h
う
ヒ

θ
碍

は

敢

う
。

　

次
に、

右

ヒ

は

逆
n．

平
客^

初
期
に

ば

砦
鳥

乃

々

ば

稀
で

協

っ

た

享
番

ザ，

中
期
以

瞬
、

又

は

孩
瑚
以

祷
に

な
つ

て

出

禝
し

て

末

る

と
日

小

例
U

が

あ
さ

。

樹冖
へ

感．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

溜
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キ

絏

すス

　
寸

平

安
初
期
に

は
一

柿
で

あ
う

バ
、

霸
以

跨
蜜
R

用・

ゐ
ら

歌

る
．

初
期
F
は

絲
月

で

あ
う
が

初

期
麿2

は

見
え
な
い

が

叡

る
。

、

中
期
以

降
登
用
、、
轍

る，

．

中

期
・

掻
期
κ

用
ぬ

ら

　

后
の

表
か

ら
ぱ

又

そ
こ

の
三

例
で

あ
う

が
、

、

幾
」

か

今

鵠
た

・

丶

』

キ
」

や
．

「

散
」

か

ら

出

段

内

寸
」

ぱ
、

授
ぜ

の

標
準
的

κ

禄
箔

字
体
と

な

7

た

｛

偽

で

あ
ワ、

・

寸
し

か

ら

出
た

、

寸
」

も

」

く

用
ゐ

ら

嶼

た

も
の

で
、

こ

琳
ら

は
、

裾
に

、

時
尉
ヒ

甚
“

享

毎
が

減
少
す

る

辷

q

ふ

尺
き

な
3
磯
L

逆
ら
っ

て

ゐ
ゐ

も
の

の

や

ー

に

母
人

え

る
，

（

「

サ
」

の

っ

散
し

ド

つ

い

て

は
、

惴
≧

上
の

表
の

内
、

平

安
初

期
の

も

吶

ら

 ．
ト

ぱ

挙
序
な
バ

つ

た

於，

中

林
芳
規

博
士

よ

，、

石
山

寺
藏
金
剛
頂
淪
伽

略
訟

怠
舗

綬
巻
第
仰

の

延

喜

頃
白

点
・

．

重
」

に

「

つ

お

手

柔

羣
こ
 

の

傍
訓
あ
5

審
繁
葎
5

　

墨
从

し

を
を
7

母
と

す

る

｛
の

は．

？

願
鯉
0

分

偉

吉
点
の

ー

さ、

砂

金
光

明

最
勝
王

經
古
ゑ
・

・

ざ
、

〃

束
犬

寺
諷
諦

丈

稿
q
．

†
し
、

12

弥
勤
よ

生
鑷
碑

賛
吉
占｛
の

「

丶

」
己
な

ど
ボ

蒸ソ
へ

ら

肌

な
『

く

｛
な
い

が
、

、

・

れ

ら

は
−

支
L

沢

ぱ
．

木
し

が

ら

出
汽

℃

も
見
得
る

の

で

あ

リ、

袒
に

は

「

支
し

な
着

が

圧

倒
的
多
蝋
を
占

め

て

ゐ
ろ

所
か

ら

見
て、

「

紬
ド

冷

ら
の

訂

能
讐
可

薄
い

と

見
て

よ
い

と

思
喊

れ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
ノ

る
。

．

幾
L

が

ら

出
た

と
見
ら

唄

る

確
含
例
は
、

33
人

智
度
論
古

点
の

・

き
し 、
ρ

莎
辺

論
お

点
の

っ

さ
L

な
控

で

あ

ワ、

こ
収

ら

ー3

厨
淑

も
九

世
紀
↓

本
頃
の
、

平

安
中
期
に

近
い

霞
の

 
ワ

｛

と

見
ら

誕

る

毛
の

で

あ
な

。

重

安
中
期

†
世

紀
に

入

つ

て

｛．

尚
．

妄
C

の

糸
刋
の

4・
の

は

多
用−
さ
唱

て

ゐ

る

が
、

73
並
型
葱

妃

羯
蘿
躯
哩

並
γ

暑

ゑ
の

・

さ
し

、

61
武
日

経
謎
知
駿

軌
天

房
ゑ
の
・

さ

琴
気
し

も

併

用
）

を
ど
、

朗
に

「

衝
」

の

余
列
と

認
め

ら
叭

う

毛
の

｛
、

一

漸
く

多
く

な
る

。

殊
に
、

話
古
交

尚
客
吉

ゑ
切

「

き
さ

し
（

．

改

 
併
用

） 、

66
毛

詩
吉

点
の

ー

さ
」
、

仍

汁・
弥
威冠
徽
経

古
点
の
、

き

キ
し

（

、

蕊
」

毛

併
用
）

な
於
、

7
搬
に

乎
候
名
的

宇
怦
の
必

ラ
い

丈
敵
R11

頻
用

さ
吼

る

二

と

が

注
目
さ

照

る
の

で

あ
る

。

そ
ー

て、

平

安
中

期
ま

で

は
　

「

支
へ

の

系
則
の

｛
り

も
、

ま
だ

勢
う
が

躍
く
、

相
宙
の

用
例
敷
が

あ
る

の

に
、

乎
を

薇
期
援

入

る
と

「

支
し

系
の

毛
の

は

殆

裳
す

を

消
し、

、

笥
」

系
の

全

窟
φ

蒔
代

に

X

る
と

見
ら

吼

る

　
コ
　

　
　
　
　　
　
　
　

リ

の

で

あ

う

　

辜
似
名
支

献
で
は、

甘

キ

霎
記
・

前

翼
亨
＋

と

斈
亳

．

翼
腦

鴛

旁
鶏

・

と

あ

る

累
例
外
的

な

吉
で
、

他
の

吏

敵
（

叨

〜
”
）

F

は、

全
4

所
見
が

驫
い

，

た
べ

 

日

孝
紀
覚

奪

袈
ド

は

侵
渦
さ

照

て
ゐ

る
。

日

去・

璽
累
記

2
別
田

凄

は．

鎌
倉

時
バ
・

藾
二

毎
（

＝
三

♪

C
の

穿

争
で

あ

り、

同
じ

箇

魔
を、

美

N 工工
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福

寺
夲
で

は
、

章
末
訓←
注
で

「

翼
陛
マ
ノ

、

キ
」

ヒ

あ．
ワ、

或
い

は

後
世

書

掌
の

際
の

転
就
ヒ

考
へ

ら
呎

な

く

｛

な
い

，

何
呶

匚

せ

よ
．

「

幾
・

が

万

養
仮
名
丈

敵
で

ぱ
ノ

搬
に

使
用
さ

“

な

い

こ

と

ぽ

挙

突
で
あ

ソ、
、

丶
の

立、

訓
点

資
料
と

授
を
一

に

す

5
ヒ

見
る

こ

セ

ポ

粛」
米
る

，

　

所
が
、

乎
侵
名

文

敵
G

面
き

翦
す
う
と
．

様
稠

ぽ
’

袤
す
多。

即
ち、

川

〜

岬
の

周
で

里
ら
歌

る
や

う
R
．

．
亡
X
し

の

承
則
の

↓

の

｛

塀
16．

齠
・

帽
ゆ
・

璽

轡
御

q

Ψ

ー
に

少
か

ら

す
用
ぬ

ら
“

る
バ
、

’

労
、

．

幾
」

り

猷
刈
の

｛
の

も
．

妬
・

周

・

砂
・

岡
・

砕
・

両・

即

の

や

う
に

頻
用
ご

唄
、

爾

淑

菽
惜

や

碑

紲
色

砥
に

至
つ

て

は
．

　
『

起
L

の

余
刋
と

甚

に

　

主

盈
脳

な

部
ヴ

を

占
め

て

ゐ
う

。

　
、

畿
」

の

初
見
叮

廊

看
譱
誕
彑

記
で

あ
つ

て、

v

て

嵌

以

前
の

φ

の

は
何
哨

 
「

支
」

の

ゑ
刋
の

も
の

 
あ

う
こ

と

は．

起
源
的

F

此

ρ
万
バ
＋
ρ

い

こ

と

を一
千

〔

て

ゐ
5
と
田
心

は

猷
る
が
、

＋

ぜ

紀

初
期
幌

来
．

幾
・

承
列
鍵

出

視
す
う

立
ぱ．

劃
画

賓
料
と

周
様
で

あ
る

。

こ

の

点
を
り

見
て
．

「

幾
」

字
の

登
生
と

餐・
庄
は、

ナ
ゼ

紀
に

入

ワ

て

か

う

始
ワ

、

モ
れ

以

前
か

う

存
〔

た
「

支
し

糸

到

を
徐

餐
鴕
蹙

t
て
．

†
’

ぜ

紀
以

跨
ゆ

全

登
期
に

至
つ

た

と

見
叉

よ
い

の

で
は

云
9

か、

｛

ー
て
・

あ
纏
甸

は
、

劉
互

資
料
と

移

弦
后

丈
と

両
方
で

併
行
し

て

准

て
だ

が
、

訓
上

資
料
φ

綿
令
に

ぼ
．

捷

戦
的

単
絞
K

っ

優
し

添
則

の

「

さ
し

．

ヤ
‘

、

＼

 

キ
し

な
と

が

制
癌…
し

た
押
、

聿
侵
彩
丈

で
は
、

仏
続
椎
の
厚

甥
D

為
匚

、

〃
篠
ま

で

．

支
」

彡
一

列
0

｛
の

唱
羨
存

併
用．
さ

唄

汽

の

で

あ

今・
2

，

　
又
、

ぢ

惹
侵

名

零
い

η

U

て

は、

季
凄

掻

託
黄
峰
の

鯛
重
が

永
了
で

あ
う
た

め、

十−
分
に

明
で

は

な
9

が、

少
く

ヒ

毛
九

せ

紀
匚
．

臺

が

怫
で
爾

め

つ
凸
に
、一
L
こ

だ

げ

ぱ
穿

ρ

へ

ゐ
の

で
は

な
い

か

と
田
ぱ

は

喉

る
。

そ
し

て
、

、

、
の

一

つ

の

事
｛

天
か

ら

考
（

ら
蝋

る
の

ー1
．

伎
名
字
佐「

と

い

ぶ

4
の

は
、

平
像

名
に

ゼ

よ

邦
仮
名
に

せ

よ．

万

着
倶

名
が

ら

生

じ

た

と
“

っ

て

も、

そ
“

ぱ

必
で
し

｛

通
爵
的

な

閔
趨
と

は

恨
ら

な
い

の

で

あ
つ

て．

同
時
代
に

お

け

る

文

蕨
相

立

間
〜

O
ぷ

か
、

伺

時
麓．
行
的

に、

篝
化

又

ー7
石
画
化
が〃
進
行
〔

た

罵
含

も

錫

つ

た
と

o

ふ

こ

と

乏

挿
挿
幺

車
う

と

思
ぷ

の

で

あ

る
。

　

確
に

．

籔
し

字
は
，

益
良
時
代
に

も
用
例
ぽ

在
っ

た
。

軋
小

し

’
モ
曜

は

方
事
記
・

θ

本
書
7

紀
の

賜
兮
だ

け

で

あ
つ

て
、

万

誉
甘
黹

く

の

爬
の

文

献
に

球

所
見
卵

な
い
。

記
紀
に

は

天
、

瀦
凹
の

用

掌
意

識
が

見
ら

照

る
こ

ヒ

で

あ
う
溺

ら、

￥
倣

以

外
o

丈

麻
に

貶
え
な

い

、
・
セ

ば
．

こ

の

掌
母
が
、

必
屮

し

も
β

披
に

通
用
し

た

｛
Φ
t

な

が

っ

た
、・
と

左
反

破
ー

て
ゐ
る

の

か

｛
知
叭

嚢
い。

」

方
、

．

臭
し

は．

上

代
冫

人

駄
に

ば

広

く

銘
と

す
ぺ

て

η

柔

駄
に

見
え．

そ
の

中

ド

は

喫
用　
髢

旨
と

ヒ
た

正

か
彦
丈

審
な

む

廴
つ

ま

敢

て
ゐ

う
こ

ヒ

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

耀
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ぽ
、

周
ヒ

く

実
用

造

旨
ヒ

し

た

動
互

資
料
や
、

、
初

期

平
侵

名
丈

鋲

に

「

支
」

が

主
ヒ

し

て

用
力

今
眠

て
ゐ

る
・
・

と

セ
、

互
R

よ
く

符

合
す
う

事
輿
で

あ

る．

又
、

掌
画

η

点

ぐ
り

見
て

｛
、

僅
加

四

彑

の

更
」

の
・
万．
か

、

十
二

画
の

「

幾
」

よ

り

も、

突
用
性
に

冨
む

こ

と

ば

明
白

で

あ

，、

結
あ

、

・
半
侵
名
・

彦
苡
名
共
に
、

｛
の

初

期
ぽ

．

支
し

承
利

バ

主

笊
き
占

あ

て
ゐ

た

こ

と

は
、

実
証
的
に

て

理

診
的
、

」

毛、

母
ρ

へ

う

セ

思
ふ

の

で
⊥
あ

う
。

　
筐
更
R
楚
7

へ

ら

の

に
、

訓
点
沓
耳

料
で
「

急
欣

」

柔
ゲ

列
の

服・
多
々

毒
が

理
“

た

摩．

よ

掲
の

や

う
に
、
「

さ
」

弓

弋
L

な
む

の

形
か

ら

出

掛
プ

多
二

X
毛、

弦
目

凄
き
で

あ
ら・
九

髟
し
つ

幾
」

今
そ
の

毛
φ

の

稽
書
ス

は

竹

審
か

ら
出
た

セ

す

う

な

ら
倭
、

穂

り

雲
菩
場
含

に

彡
く

亨
）

で

あ
る

や

う
ド．

そ
の

湊
字
の

稽
々
の

加

雰
の

壱
直

の

側
が

併
出

し
て

然
ろ

べ

き
で

あ
る

，

．

戳
』

の

鳩

含、
、

’

婆
L

、

戈

 
錨
」

な
む

の

吊
が

あ
つ

て

ほ

し
い

所
な
の

で

あ
う。

所
が

彦（
泌
邸

に

は・
、

・

、

の

や

う
な

形
ば
．

を
く

田
｛

出
へ、

妖
を
い

い
。

こ

れ

は，

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　ヘ
ノ
リ

既
に

中
田

祝
夫

博
士

が

蕷
摘
ざ
砲
汽

や
う・
艦．

．

毯
裳
冱
褄
小

ら
で

な

く．

｛
の

草
体

、

塾
」

か

ら
出
尺

と

す

る

説
の

正

し

さ

を

言

琢

附
叶

る

妻
で

あ
ら・
，
と

思
は
融

る
，

　
こ

 

コ

幾
5

と

相
似
た

与

ー

ス

が
、

−

山

財

」

（

サ
｝

9
場
今
に

↓

認
φ

う
歌

る

ヒ

思
は

喉

る
。

サ
の

探
名
の

字
研

は
、

訓
占酬

蜜
料

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

耀

に

於
て

は
．

乎
妥
時
代・
」

ば
、

殆
ど

の

揚
A
・、

．

槎
L．

た
仁

つ

二

享

で
占

め

ら
叭

て

を

ワ、

聿

安
中

期
に

な
つ

て

ー
v ．

−

左
し

ザ

ら

出

た
「

右

モ

＝

さ
・

七
・

弋
・

ナ
」

や
、

、

佐
し

か

ら

出

た

「

イ
じ

が

大

部
分
袤
占

め

て

ゐ

廴

但
し

枚

F

”

胎
簾

秋
霍
略
人

孰

古
彑
切
．

人
」

ヒ

い

ふ

旅
自
の

｛

の

ゲ

あ
5

。
）

所
ポ

、

中
期

篠
半
あ

た

ワ
が

ら

「

→

し

の

舶
が

曳

え

雲
承
る

。

辞

斈
羅
伝

天

暦
ゑ
、

67
蓬
書

島
希
紀
吉
ム

、

臀

金
剛

盡・
皐

逆
三

な
む

の

例
が

そ
歌

℃

あ
っ

て
．

乎
安

猴
期
に

入

る
と

急
激
侭

増
加

’
う

こ

と

ぱ．

”

〜

卿
の

士

衣
・

ト

よ
つ

て
謂
明

瞭
で
占
あ

ろ
。

　

所
 
、

ー

サ

し

の

字
源
ほ

つ

e
て

は．

古
来

鍾
々

の

説
が

あ

リ
・

−

甚
匪

h

弉
」

な
邑

も
舷
う

へ
・
り

串

て

ゐ

う
が、

万

紫
摂
彡
の

田
刃

汝
肘

多
く

な
い
、

・

ヒ
な
む

の

点
で

舞
点
醒

あ

ワ
、

近
碕
ぱ

っ

散
」

字
説

バ

有
力
の

や
う
F
呂
は

叭

る
．

　「
凱

凧

」

ば
、

参
＝

反

蒔
 
に

は

万

蓍

甘
ザ

に

多
く

の

用

倒
鯉

あ
5

裡．

播
磨
尿
幺

記
に

も

側
耐

あ
う
ポ

、

そ
の

化
の

丈
蘇
に

は

所
児
が

な
い

．

万

禄
侵
名

廴

醸
の

ウ

で

ぽ、

幸
安
初
期
に

は
θ

季
三

村

実
録
に

見
え

る

ポ
．

他
ド

ー−

児
当
う

参、

こ

の

ゑ．

刻
5

響
糾
と

類
似

ー
−

ゐ

る

と

毛

思
ぽ

蝋

る
，

撃
を

守

期
に

は、

茜
山

寺

耋
秒
に

列
酬

あ

廴

　

戸

章
、

幸
夜

名
丈

で

は
．

僻
固

幡

回
司

解
丈

藝
岡

や

好
土

左
日

紀
と

鳰
と

ー

て
、

4

琴
期
に

は

頻
用

髪
棒
の

’

つ

に

数
へ

て

よ
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い

程
Φ

隆
婁
卵

ワ

を

示
（

て
ゐ

究

凄
初
期
9
半
伎

名
丈

賓
料

切

欠
仰
が
、

診
の

弱
点
で

あ
う

が
、

こ

の

場
含

｛
、

平
安
初

期
を

喧
臼

期
間
ヒ

ー

て
、

乎

安
彳

期
に

至
っ

て
、

「

散
」

系
列
の

字
捧

が

復
殆
し
、

｛
“

が

腰・
h

逝
↑

豪
え

つ

つ

貘
ー

て

葡
つ

た

ヒ

見

て

よ
、

、

の

℃

ぱ

あ

る

ま
e

か
。

｛
ー
て

、

・

幾
し

の

場
今
と

夙

じ

く
、

「

玖
肌
」

を
煮
ナ

母
ヒ

す

ゐ

梗、
名
の

桑甲

列
は
、

ム
佩

良
爵ツ
κ
崩

ら

の

．

籌
的

な

液
敢
の

蕪
累
で

ば
な
く
、

乎

安
亨
期
に

誨
u

て
、

 

蕊
瓢

壱
癖
↓
割
点

賓
料
と
“

ぷ

影
理
晶
周

係
を
碍
定
し

て

よ
い

の

で

は

な
い

が

ヒ
田
心

は
劇

る
，

　
「

す
」

は

万

蓍
薯
で

σ

多
く

キ
の

楓

名
と

t
て

用
力

ら

れ
、

ス

の

校
ゐ
の

例

ぱ

権
ナ

で

巧
う
。

 
｛

資
蠏
で

は．

孝
初

期
臓

は

帥
見
な

く
、

乎

宴
彳
期
π

羣
つ

て
、

弼

蘇
悉
焚

鋒
磅
蹟
窒
第
占

マ

御

恩
災

莠
夢
承
乎
蔦、

63
ボ

闘
痔
強

庫
係
峺
彑．

68

響
楊’

雄

伝
天
暦
点
．

67

藻
雪
あ

庸
紀
吉
ゑ

な
む

に

「

寸
」

り

形
が

現
れ
、

平
占

々

猛
期
に

入
る

と．

81
金
剛
尋
儀
軌
占

兎

弘

ゑ
、

83

金
剛

界
俵
W

軌

蚤
保

息．

お

よ

び

　

鱈
夫

9

経
泉

暦
点

な
と

に

足
柔，

以

下

用

別
双

多
く

な

ろ．
（

こ

叭

ら

は

ヲ
⊃

卜

点
等
か

ら

昆
て．

天

台

系
の

も
の

ヂ

多
い
、
・
と

が

注
意
さ

“

る
．

と

オ、

孝
初・

中

期
の

万

兼
侵
ち
文

駄
に

は

所
昆
な

く
．

津
侵
名
文
F

｛
業
鼻

ヅ
く

て．

切

行
出

夙
冶

番

甑
m

に

回
へ

廴

う

柆
に

過
 、
 
偽

い
。

　
、

・
娠
・
り

の

分

布
か

ら

児
る

に
、

．

寸
し

を

ス

の

扱
多

κ

用
の

5
の

ぱ
，

や

ぽ

，
準

守
中
期
か

ら

瑠

催
し

た

稜
甸

で、

査
良
時
W
以

ネ

の

達
凝
し

た

伍尸

綾
と

は冒

考
ヘ

ド

く

e

の

で
あ
う

，

　

以
よ ．

「

幾
h

散
h

寸
し

の

三
つ

の

例
R

つ

“

て
、

芸

埴
の

所

兒
t
ま
と

め

る

な
ら

侍
、

　

0、

何
れ

亀

単
宴
初
期
に

稀
で
、

平

安
中
期

か
ら

興
る

こ

と
。

　

倒、

劃
占

審
料・

平
侵
名
廴

資
料
両

淆

霊
立

す
る

こ

と
．

　

 

奈
彦
蒔
代
か

ら
の

遊
鎌
し
た

伝

続
の

雑

齧
と

は

考
へ

に

く

　

　

　
い

こ

と
。

　

画、

乎

侵
名

資
料
か

ら

訓
点

資
料
へ

の

彩

拿
が

あ
つ

た

ニ

ヒ

も

　

　

　
驚
へ

ら

れ

る
こ

と．

等
ヒ

な
ら

）
。

そ

ー
て
、

訓
δ…

姿
料
り

中

で

こ
“

う

の

現

象
が

比

較
的

♀
く

規
倣

る

丈

駄
衰

Σ
る

と
．

古
丈
尚

害
古

与
謨
書
鰐

雄
儻「
天

屠
点
な

む

鬼
胃
イ

森一
関
傭
の

毛
の

や
、

天
台

密
関
縦
と

認

め

ら
叭

る

モ
つ
が

犬
都「
分
ε

占

φ
て

ゐ

る
と

O

ふ
こ

と

が

莠
さ

岨

る
。

既
に
、

天

汐
京

掾
士

家
の

舗

関
様
は．

先
学
の

指

摘
さ

敢

3
所
で

あ
残、

又
・

博
士

家
点

本
に

彭

夜
名

字

捧
の

多
用
さ

唄

る

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
へ
ら

、

・
と
ゴ
u
、

占
4
暦
考

万
相
愚
催
卩

士

の

謡
帆

か

出・

る
所
リ

で
哘

の

る
。

ゑ
騨

ぱ
西
人

に

加

へ

τ。

こ

の

糸
列
の

中
匚

於
て
、

雫
侵

名
文
ヒ

の

間
朕

何
等
か

の

簿
に

親
皇
な

穏
坏

が

あ
つ

て
、

俵
名
掌
母
の

風
で

｛、

交
気
が

存
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し

た
の

で
は

な

い

か

と
・

推
測
寸
う

の

で
あ
る

。

口

　
上

掲
の

平
宴
時
代
の

蕗
文

鋲
の

中．
」

使

軍
・

れ

義

俵

名

字
俸
の

タ
母
（

【

多
3
表
罹

掲
勝
た

｛
の

）

つ

中
で
、

上

κ
つ

丈

駄
に

見

出

5
れ

な
い

毛

の

を

拾
っ

て

行
（

と
，

次
の

や

う

な

｛
吻

が

あ
る。

イ

意

　
　

笑

キ彡 　ト 　 　 ソ 　 　 シ 　寸 　ケ

弭 東 楚 菰 券ム 孝己G斜 奇 畿 起 喜

訓
弦

類

訓
注

類

契

籍
秦
丈

評

籍
季
文

典
籍
本
柔

覧
享
や

躱

童
享
和

歌

章
宴
和

掀

耋
和

歌

婁
要

和
歌

童
享
わ
歌

草
像
名
文

葦
佞
る
叉

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

革
夜

名
叉

　
　
　
　

畫
夕
扱

墺

籍
本
廴

党
皐
勧

熟
季

鑞
）

華
侵
島

丈

　
　
　
　

麦

篝
歌

’

し 　　 ラ …．工、 ホ 　フ 　　　 　 ハ 　　　ノ 　　 承 　二

麗 朗 蘿 商 事r峰 噸 盤 度 濃 農 然 手 兜

訓
点

　
鼻

籍
牢
丈

詢
涯

類

訓
蜂

顛

麦
宴
知

歌

麦
宴
馳

歌

覚
宴
和

歌

葦
和

歉

ノ7S

草
扱
洛

丈

草
侵
名
文

平
侵
診｛
笈
愬

麦
金

　

　
　
　

草
俵
名
火

平
侵
洛

籤
）

壷
享
和

歡

童
宴
か

歌
萋
歌

竜
享
和

歌

　

こ

れ

ら
の

中
で、

訓
点

蚕
料
K

児
え

ろ
の

ぽ

．

済
（
ネ

履
り

も

の

で．

訓
点
咨
抖
に

は
．

新
奇
な
｛
の

け

殆
各

存
↓

紫
9

こ

ヒ

が

知
ら
儀

ゑ
．

訓
荘

勲
・

鳶
参
廴
、

並
に

平

馨
丈
に

↓
、

同
レ

や

う
に

新
出
の

↓
9
峡
獲
で
あ

洗

新
出
の

人
部
分
は．

θ

本
鮎

凌
婁
知

歌
ヒ

享
偵

名
丈
（

変
帖
．

壁
色

紙
）

に

烹
申

し

て
ゐ
る

、

・

と
が

拮
童
さ
敢

る
。

日

牽
起
売

嬖
和
歌
ぱ．

意
図
的
F9

参
零
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紀
の

竃
仮
彩
の

拳
ε

棲
轍
ー

て
ゐ

う

こ

ヒ

は

鐡

考
で

あ
つ

て、

　

　

妍

紙

俄

嘉

叔
　
光
。

　
玖

　
襖

矩

幽

謁

　
胡

搴

な
旨
、

撞
め

て

劑
が

多
い

が
、

そ
“
ヒ

併
ゼ

て、

新
し
い
、

孛
画

の

多
い

享
を

多
く

橡
用
ー

て

ゐ
る

ミ

と、

右
に

掲
φ
た

．

週
ワ

で

あ

る
。

こ

喉

は

致
煮
尺
奇
な
を

用
ゐ

て
、

袤
記
上

の

叢・
飾
ε

濃
さ．
，

と

（

夜・

意
識
2
表
れ

で

あ
る
F
薩
U

い

な
い

，

叉
、

孜」
萩
帖
．

鯉
匹

色

敏
な

ご

F
毛．

禦
似
の

意
図
が

見
ら
れ

る

こ

と

｛．

右
の

姦

讐

り

明
F

知．
臼

琳

る
が、

ぞ
串

ら
の

マ
で
、

寛
宴
49
教
と

共
遍
し

た

ウ
母
が

、

　

　
°

起

斜

ゑ

夐

彦

な
む

の

や

う

に

β
几

え
て
ゐ

う

の

は
．

堺

味
あ．
う
、
・

と

と

者
り

へ

よ

）
。

　

そ
廴

て
、

更
に

注
 

有
さ

弔

ろ
、
・
ヒ

は．

こ

叭

ら

平
安
蜉．
側

新
出

の

字
母
匚

よ
う
、

憙
多．

双
び一

獲
彩
が
、

象
．

麦
猝
倶
多
・

ヒ

ー
て
．

宰

嬰

孩
半

期
以

陽．

ψ
ー

せ

よ

り

近
ぜ
・

現
代
八

及
 

ま

で
、
・

傘
く

’

孤
に

使
甫
ミ

幽

て

行
つ

た

ヒ
q

ぷ

麦
で

為
臥

｛

東

ら

冨
玉
斎．

吊

蔘

鰯
俘
圭
κ

有
せ

チ、

乎

棄
鷄
以

降

除

新
に

生
ヒ
た

｛
仍

で
あ
渉
こ

と
、

＜
ー

て

叉
、

｛

叭
ら

の

中
9

幾
つ

か

の

」
レ

の

は．

智
ρ

資
料
の

也

界
と

毛

縁
が

あ
つ

て、

肖
仮

石
の・

写
母
ヒ

ー

て
．

一
篠
ま

で
広
く

竹
ぱ
唄

ほ

毛
の

｛
あ
つ

た

が
、

六
丸

灰
 

o
新
¢
4
は．

訓
立

壱
・

料
の

せ

黒
あ
」

月
倶

彩
セ

は

刻
で

あ

ワ、

片
侵
名
の

享
母
に

は

を

ら
な
〃

っ

た

ヒ

い

ホ

妻
で

あ
み

，

　

乎
凄

霧
叭

期
か

う

峡
摂
、
，

κ
政

期
、

更
F
ψ
ー

ぜ
以
泌
け

に

下
つ

て

句

時
代
霞

お

げ
る

月
禄
多

客
体
は，

さ

ほ

さ

匁
き
な

幅
や

壷
睦
ぽ

巳

ら
岨
ぬ

ヒ
は

い

へ

、

尚
．

種
々

の

絮
を

含
ん

τ

ゐ

5
し．

又
、

同
ひ

爵
期
に

か

け
る

平

校
名
の

孛
母
の

妻
遷
ド

つ

り

て

ぱ，

糸
だ

殆
レ

葺
脈
轟

例
≦

見
な
い

。

こ

唯

ら

14
何
串

も。

掻
名
q

潤

々
ん

ら

新
生

面
ヒ

ー

て
、

ケ

楼
に

爽
さ

轍

搬

課
題
で

あ

6
ヒ
思
ぷ

．

こ
の

市

論
ば．

こ
の

点
r

南
す
3

爨
超
ヒ

ー
て、

ル

で
喚

初
期

．

中
一

期
き

中
噌

ヒ

ー
て
、

卑
見
を

埴
べ

た

↓
の

で

あ
3
が
、

各
練

の

御
棋
正
t

賜
ら
博
、

幸
り

皇
り

で

あ．
5

。

（

五

面

・

二

．
一

〇

）

舞
峯
）

申

田

祝

夫
．

喜
萎
・

肉
藷
学
的

棄
九

総
論

満
・

　

　

六
二

夛

貢
。

　
（

ユ

）

注
（

ー
〕

吏
帳
σ

三

九

頁
以

下
．

（

3
）

小

林
号
規

・

癬
爆

為
総

漢

籍
劇

證
の

囲

譜
史
的

鷺
詐

　

　

弋

”

く
用
喫
以

下。

　
〔

附
記
凵

杢
禍
は

08
和
五

ず

三

与
｝

刃
二

す

六

θ

り

訓
蔦
語
童・

　

会

講
強
会
に

於
て

透
表
し

た

内

容
に

碁
き．

全
面

的
、

」

麹
神

　

‘

善
下
し
た尸

毛
の
瓜

丶

轟

め

ろ
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